
『土着的水害復興』 - 茨城県常総市を対象として -
東洋大学 福祉社会デザイン研究科　人間環境デザイン専攻　　古渡 大

【対象地57 箇所の電柱に貼ってある想定浸水深ステッカーと地形から推測した 500m 毎の推定浸水深】
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④工場 ⑤母屋

【敷地】

敷地は鬼怒川と小貝川のちょうど中間地点に位置している。周囲は田園風景が広がっている。一本の通りから細い道を入っ
て敷地にアプローチするという独特な地域形態のうちの一軒である。隣には 2000坪の竹林があり、以前はこの家の大本家
があった。

《3-1　自力復興の概要》

3 自力復興

関東・東北豪雨の際の水害によって放置された空き家の１つに石下結城紬の工場跡地がある。かつて常総市の産業を支えて
いた貴重な建物や、それを取り囲む豊かな自然環境は地域の魅力そのものであり、この場所を保存するべく、空き家を買い取っ
て約 1年間かけて自分たちの手で改修・再建した。田園風景の奥には筑波山が望める常総市ならではの立地を生かして、都
会に住む若者、移り住んできた若者が田舎の暮らしを堪能できる場所、地元住民が集える場所づくりをしようと日々取り組
んでいる。
約 500坪の敷地内には納屋、倉庫、準備室、工場、母屋、釜戸の部屋、と大小合わせて建物が 6棟ある。母屋は昭和中期の
木造平屋である。改修は溶接業を営んでいる父を中心に、敷地内にある 6つの建物を同時に進めた。これは洗浄後の乾燥待
ちなど、様々な工程に待ちの時間が発生するため、各建物を回るように進めていくほうが効率的であったためである。電気
水道などの設備関連、各部屋のコンクリート打設、母屋の畳以外は自力で改修している。

（NPOセンターコモンズ事務局長 大野覚さんによる記録）

（右写真：常総市の facebookアカウントより引用）

会議で共有された常総市の課題・テーマ
①災害後の地域復興
実行性のある自主防災組織づくり
空き家を活用した地域での助け合い拠点作り
②外国人定住化支援
多文化共生（近隣の小学校には 11ヵ国の子供がいる）
③高齢者の外出支援
コミュニティバスや送迎サービス

[円卓会議 ] [ 神達市長が意見する様子 ] 

[ 議事録1] [ 議事録2] 

ワークショップまとめ
青柳製麺所のWSでは様々な案が出たが、それぞれのグループで共通していたのは、地域住民の集い場をつくることである。
このことから多くの人がまちに居場所を必要としていることが明らかになった。地域円卓会議でも青柳製麺所のWSと同様
に地域住民の生活がテーマの中心に添えられていた。
しかし、4年後には道の駅が完成し、外部からの集客が見込まれることから、横の連携を強化し、市外に向けて常総市の魅力
を常にアピールできるような体制を整えていくことも重要であると考えられる。

【常総市の地域円卓会議】

防災先進都市を目指して、常総で行政、民間、企業などの様々な立場の方が参加して新しい取り組みを生み出すプラットフォー
ムの構築のための円卓会議。神田市長を囲み、NPO団体の活動報告から、具体的なまちづくりを進めるアイディアを、常総
市の役員や大学教員、企業、市民など様々な立場から出し合った。
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【旧結城紬工場  実測図面】
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・クロスはがして解体
・下地のベニヤ交換
・天井の漆喰
・ベニヤに塗装&加工
・ベニヤ設置
・床下スタイロ
・床板
・電気の配線
・エアコン設置
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・漆喰の上にシーラー
・漆喰（壁と床）
・床下スタイロ
・板の間をフローリング
・フローリング塗装
・障子取り付け
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・鼻隠し？
・ガラス戸
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・養生
・壁の漆喰
・鼻隠し？
・設備系設置

・解体
・砂壁剥がす
・洗浄
・床下地を洗って使用
・床レベルかさ上げ
・床下スタイロ
・フローリング
・柱と梁の塗装
・養生
・壁の漆喰

・天井クロスはがして解体
・床ベニヤ 12mm下地
・天井の桟を塗装
・天井、壁漆喰
・床下スタイロ
・床板

・解体
・砂壁剥がす
・洗浄
・床養生
・柱と梁を塗装
・壁の漆喰
・床の塗装
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竹林

《3-２　改修手順》
【青柳製麵所の内覧会及びフューチャーセッション】

（http://www.npocommons.org/topics/aoyagi-future20171009.html）

水海道橋本町にある「旧青柳製麺所」は東北豪雨による水害で被災し、経済的な理由によって修復ができない空き家となった。
戦後間もない頃に開業し、約 70年経った店舗は、軒先まで浸水し、廃業。常総市水海道の中心に位置するこの場所が、地域
の交流拠点として再び機能することで、常総に活気をもたらそうとする活動である。この場所を活用するアイディアを地域住
民やNPO団体、学生など様々な立場の人たち約 30人が集まり共に考えた。

グループワーク 意見交換

（写真：NPOセンター・コモンズのホームページから引用）

【WSから生まれた3つの活用アイディア】
アイディア①

アイディア②

アイディア③

《2-3 市民参加型ワークショップ》
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敷地B

-開けた大地を見渡す展望台-

海抜10m
想定最大浸水深5m

石下の豊田城と対峙する水海
道の農城。主な機能は展望台
、農業体験、工具の貸し出し
、ミニカフェ、住宅である。
前面道路を挟んで小学校があ
ることから小学生が施工に関
われるように小さいパネルの
組み合わせによって外壁が構
成されている。四角く区切ら
れた外壁は田園風景の延長で
あり、市内の畑や田んぼから
土や藁を収集し、場所によっ
て様々な表情を見せる土壁と
なる。被災時には避難タワー
となり、この周囲は救助者が
もっとも多かったことからス
ムーズな情報伝達のために、
防災スピーカーを設置する。

ドラム缶に植物

ドラム缶に植物

小さいユニットで構成

タイヤのホイールを滑車

防災スピーカー

1.2.3 次部材の視覚化

太陽光パネルで蓄電

屋根裏に船を格納

囲炉裏をつける

車庫に灯油タンク

浸水する高さまでコンクリート

焼却炉 ネコ

瓦礫入りの三和土

土のうで塀

瓦礫の枝を階段

傾斜のついた基礎
柱の足元を浮かせる
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『イペの長屋』 敷地A

- 日本の若者3人と外国の若者3人の計6人で暮らす国際シェアハウス -

海抜 12m
想定最大浸水深 3m

「イペの長屋」は国際シェアハウ
スである。このシェアハウスでは
日本人の若者3人と外国人の若者
3人の計6人が暮らし、併設する
カフェと民泊は彼らによって運営
され、定期的に地域の国際交流を
促進するイベントを開催すること
で、多文化共生の拠点となる。国
際交流の象徴として春になると黄
色い花を咲かせるブラジルの国樹
イペを庭で育てて、黄色い花見イ
ベントなどを開催する。元々長屋
であった製麺所の空間性を継承し
、長い建築にする。
壁に取り付けられた雨戸は、地域
住民からの頂き物によって構成さ
れ、様々な文化の違いを許容する
ように多様な表情を見せる。また
建物に沿って敷かれたレールを残
し、モノレールが敷地内を走る場
所にする。災害時にはボランティ
アの拠点として機能し、大きな屋
根を利用したソーラー発電で電気
供給を行う。

雨戸で外壁

太陽光パネルで蓄電

ミニトロッコ
雨水貯水

傾斜のついた基礎

囲炉裏がある

浸水する高さまでコンクリート

資材になるイペ

1.2.3 次部材の視覚化

柱の足元を浮かせる
すだれがおける

ダクトを露出させる

ファサード

カフェ
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『竹林の湯』敷地C

- 竹林の中に浮遊する温泉 -

海抜 11m
想定最大浸水深 4m

道の駅の離れとしての温泉の
提案。敷地に生えている竹を
利用し、竹の中に鉄筋コンク
リートを充填した竹 RC の柱
をランダムに配置してスラブ
と屋根を支えることで、竹林
の中で浮遊する温泉をつくる
。災害時には温泉を市民やボ
ランティアに安く解放し、緊
急時でも安定した電力確保の
ために地熱発電を利用する。
成長の早い竹は繰りかえし利
用できるため、竹を各要素に
多く含む建築とする。

柱の足元を浮かせる

敷地にある岩を使う

敷地にある竹を使う

想定浸水深さの目安

瓦礫入りの三和土

屋根にのぼれる

補修可能な材の使用

傾斜のついた基礎

【竹充填コンクリート1:1 スタディ】

【浮き湯】

【アプローチ】【設計手法】


